
生物資源学研究科
Graduate School of  Bioscience and Biotechnology

生 物 資 源 学 専 攻
Major in Bioscience and Biotechnology

海洋生物資源学専攻
Major in Marine Science and Technology

支援制度

入学試験概要

試験日程

【募集人員】

【試験科目】
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生物資源学専攻 12名 ー

ー

ー

12名程度 若干名 若干名

生物資源学研究科
博士前期

博士後期

海洋生物資源学専攻

生物資源学専攻

海洋生物資源学専攻

12名

4名

4名

12名程度 若干名

4名

4名

若干名

課程

研究科

研究科 募集区分 英語 専門科目 口述試験 小論文

学内推薦 ※1 ○

○ ○ ○

○ ○ ※2

○ ○ ○ ※2

生物資源学研究科

※１…海洋生物資源学専攻のみ　※２…事前提出

博士前期

博士後期

一般

社会人

外国人留学生

○ ○ ○

長期履修制度
博士前期課程／博士後期課程

職業を有している等の事情
により、２ 年（後期課程は３
年）では履修が困難な場合、
２年（同３年）分の授業料で
３年または４年（同４年、５
年または６年） かけて履修す
ることができます。

ティーチング・アシスタント
博士前期課程

学部の講義や演習等において、教育補助業務を行
う院生に対して報償費を支給します。

フィールドワーク研修旅費助成
博士前期課程

授業の一環として、実地調査、情報収集等の研究
活動を行う場合において、その研修に要する旅費
を助成します。

学会参加旅費助成
博士後期課程

研究領域の最新情報の把握と自らの研
究成果発表を行う場合において、その
学会参加に要する旅費を助成します。

リサーチ・アシスタント
博士後期課程

教員が行う研究プロジェクト等におい
て、研究補助業務を行う院生に対して
報償費を支給します。

令和５年７月26日（水) ～８月２日（水）出 願 期 間

令和５年９月３日（日）、９月４日（月）試 験 日 

令和５年９月11日（月）合 格 発 表 

大学院入試に関する詳細は
ウェブサイトをご確認ください。

2024

【 入試に関するお問合せ 】

福井県立大学　
教育・学生支援部  教育推進課

TEL：0776-61-6000　FAX：0776-61-6012
E-mail：kyouiku@fpu.ac.jp
URL　https://www.fpu.ac.jp/
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生物資源学研究科

　生物資源学研究科は、４つのキャンパスと１研
究所に配置された多様な組織で構成され、陸棲
および海棲の生物資源、さらには古生物までとい
う多様な領域を扱うユニークな研究科です。
　永平寺およびあわらキャンパスでは、イオン
ビームやゲノム編集技術を利用した植物新品種
の作出、微生物を利用した新素材開発、機能性
食品などを研究しています。小浜およびかつみ
キャンパスでは、分子育種やIT技術を利用した養
殖技術の開発や、海や河川の環境保全に関する
科学的研究が行われています。恐竜学研究所は、
恐竜研究で世界をリードしています。
　本研究科は、生命科学の基礎研究を重視し、
多彩な教員が連携しつつ生物機能の解明や生物
資源の開発と応用に挑戦し、研究力・実践力を備
えた人材を育成しています。

豊かな自然に囲まれた地域特性を活かし、微生物、動物、植物を含む多様な生

物資源を作出・開発したり、これらの生物資源を素材とする遺伝子、酵素・タン

パク質、代謝産物など分子レベルで生物機能を解明し、これらの成果に基づく応

用開発を行います。加えて、有用微生物や食品の機能性について探求し、暮らし

に役立てる実学志向の研究を実施し、環境との調和を考える上で重要な植物資

源の保護や古生物学なども研究しています。

Graduate School of Bioscience and Biotechnology
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多様性がもたらすユニークな生物資源学

生物資源学研究科長
博士（農学）

日竎 隆雄
ひ　 び　  たか   お

生物資源学専攻

日本海・若狭湾など大学を取り巻く多様性に満ちた海域をフィールドに海洋生

物資源の持続的な利用を目指して多角的な調査研究を実施します。魚介類や藻

類など海洋生物の生理・生態に関する基礎的研究とともに、有用資源の増養殖

に関する研究、海洋環境やその保全に関する研究を行います。加えて、海洋生物

の原料学的特性の解明、新機能性食品開発などの応用・開発研究を行います。

海洋生物資源学専攻 博士前期課程
博士後期課程

博士前期課程
博士後期課程
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生物資源学専攻

分子生物学 生化学、分子生物学、分子細胞生物学の手
法を用いて、高等植物細胞の諸機能を支え
る遺伝子やタンパク質の働きを解明するこ
とを目指しています。具体的には、高等植物
が保持するシグナル情報伝達系、病害抵抗
性、プログラム細胞死の仕組みを解明して
います。更に、これらの成果を応用して新規
植物資源の開発を試み、食糧分野や環境分
野への貢献を目指しています。

Major in Bioscience and Biotechnology

生物資源学専攻は、次の６つの専門種目で構成され、食料・
生命・環境に関する基礎的研究を精力的に展開するとともに、
実用化を目指した応用的研究も活発に行っています。

准教授 加藤 久晴
か   とう   ひさ  はる

植物の病害抵抗性および植
物病原菌の病原性に関する
研究

准教授 篠原 秀文
しの はら    ひで ふみ

細胞同士の「ことば」として
機能する植物ペプチドホル
モンの研究

植物資源学 栽培植物およびそれに近縁の野生植物に
ついて、現地調査、採集材料・実験系統の
遺伝分析を行うとともに、有用形質の発現
機構を分子生物学的に解析し、その育種的
利用を図っています。植物と環境の相互作
用を生態学的、生理学的に究明するととも
に、環境保全に配慮して植生を管理する方
法や植物の機能性を高める方法を開発して
います。

教授 深尾 武司
ふか    お     たけ   し

植物の環境適応の分子メカ
ニズムの解明や適応力向上
のための研究

准教授 池田 美穂
いけ   だ         み     ほ

植物細胞の分化制御メカニ
ズムの解析とその利用に関
する研究

准教授 角田 智詞
つの   だ      とも  のり

植物生態学、特に植物と植
食性昆虫や土壌との相互作
用に関する研究

分子機能科学 有用微生物の探索、微生物機能に関する基
礎および応用研究を行い、微生物および酵
素を応用した産業的有用物質の生産とその
機能の開発を目指しています。各種食品成
分が示す多彩な生理機能を動物個体や組
織・細胞レベルで究明し、機能発現機構を
解明するとともに、微生物酵素などを利用し
た機能性食品の創製を目指した基礎研究を
行っています。

教授 濱野 吉十
はま   の       よし みつ

微生物が生産する天然有
機化合物の生合成に関す
る研究

准教授 高橋 正和
たか はし    まさ  かず

農産物・食素材の抗炎症作
用など、食品の健康機能に
関する研究

准教授 松井 孝憲
まつ   い      たか  のり

農産物など食品由来の抗老
化作用を発揮する因子に関
する研究

准教授 丸山 千登勢
まる やま      ち      と     せ

微生物が生産する生理活性
物質の探索と生合成の研究

教授 石川 敦司
いし  かわ　あつ  し

高等植物の病原菌に対する
抵抗性に関する研究

教授 仲下 英雄
なか した    ひで   お

生物的・非生物的ストレス
に対する植物の適応機構に
関する研究

教授 風間 裕介
かざ   ま       ゆう すけ

染色体の構造変化が植物の
形態や進化に及ぼす影響の
研究

教授 塩野 克宏
しお   の      かつ  ひろ

独自のイメージング技術を
駆使した植物の環境応答メ
カニズムの研究

教授 伊藤 崇志
い    とう    たか   し

抗老化作用、筋肉の衰えに
対して有効な食品成分につ
いての研究

応用生化学 生体機能の解明とその工学的応用に関する
基礎研究として、タンパク質・酵素の立体構
造解析、タンパク質工学を利用した機能改
変、新規分子素子の設計および高感度分析
法の開発、バイオセンサーやバイオ電池の
開発、生物電気化学的手法を用いた生体膜
モデル系の基礎研究とその応用に関する研
究などを行っています。

教授 片野 　肇
かた   の              はじめ

天然物を中心とした、物質
の単離精製法および分析法
の研究

准教授 植松 宏平
うえ まつ    こう  へい

電気分析法による生体関連
反応の解明とその応用に関
する研究

准教授 向山 　厚
むかいやま 　　  あつし

タンパク質機能解析を通じ
た生命現象の理解とその応
用に関する研究

古生物学 古代の生命の記録である化石を用いて、生
命進化や古環境を解明することを目指して
います。特に恐竜を中心とした脊椎動物化
石について、国内外の野外調査を重視しな
がら、CT を使った頭骨の内部構造の解析や
現生脊椎動物との比較研究、恐竜時代の脊
椎動物の分類学的・生態学的研究を行って
います。

教授 柴田 正輝
しば   た       まさ てる

福井県およびタイや中国で
発掘した鳥脚類の研究

創造農学 農作物の品種改良・生産・利用に関する研
究、微生物の利活用や資材開発に関する研
究、雑草管理を中心とした生態・環境に関
する研究、地域農政に関する研究を行って
います。これらの研究の成果を統合し、「農
の新時代」の実現を目指します。

生物資源学研究科長

教授 日竎 隆雄
ひ     び      たか    お

生体高分子の構造生物学と
酵素高活性化などの工学的
研究

教授 伊藤 貴文
い   とう    たか ふみ

酵素・タンパク質の機能解
析とその応用に関する研究

教授 西 　弘嗣
にし             ひろ    し

浮遊性有孔虫とよばれる微
化石を用い、特に恐竜時代に
焦点を当てた古環境の解析

准教授 河部 壮一郎
かわ   べ      そう  いち  ろう

鳥類を含む恐竜や哺乳類の
脳形態に関する研究

教授 村井 耕二
むら   い　  こう   じ

植物の花芽形成の遺伝子の
研究に基づいた農作物の遺
伝・育種学に関する研究

教授 木元　久
き　もと　　 ひさし

微生物を農業資材や機能性
食品、環境浄化に応用する
研究

教授 森中 洋一
もり なか    よう いち

伝統野菜の再評価および競
争力のある野菜新品種育成
に関する研究

准教授 松本 大生
まつ もと    だい   き

温帯果樹の生殖機構および
受粉管理に関する研究

准教授 篠山 治恵
しの やま     はる   え

花卉の育種技術の確立と新
品種・新機能の開発に関す
る研究

イネの遺伝子を効率よく利
用し、収量増加を目指した
育種的研究

カリキュラム　［博士前期課程］ ［博士後期課程］

分子生物学　　植物分子生物学／応用分子細胞生物学／分子生物学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／分子生物学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
植物資源学　　遺伝資源学／生物生産環境学／植物資源学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／植物資源学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
分子機能科学　微生物機能学／食品機能化学／分子機能科学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／分子機能科学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
応用生化学　　構造生物学／生体機能分子工学／応用生化学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／応用生化学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
古生物学　　　生物進化学／地球環境史学／古生物学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／古生物学専攻実験Ⅰ・Ⅱ

【基 礎 科 目】

天然分子機能学／地域生態学／生体物理化学／植物発生遺伝学特論／薬物作用学／植物感染生理学

【専 門 科 目】

分子進化学特論／生命機能有機化学特論／光合成特論／生殖生物学特論／動物遺伝子工学特論
細胞培養工学特論／食料・農業政策特論

分子生物学
　分子生物学特別演習
植物資源学
　植物資源学特別演習
分子機能科学
　分子機能科学特別演習
応用生化学
　応用生化学特別演習
古生物学
　古生物学特別演習

人間に育てられている植物は、害虫がついても人間が殺虫剤をまいて守ってくれます。しかし、野外の植物は、害虫に
襲われても自身を守ってくれる保護者はいません。そこで、自分自身を守るために植物はさまざまな工夫をしていま
す。例えば、植物は多くの化学物質（二次代謝産物）を生合成するため「化学工場」に例えられますが、それら二次代
謝産物は、各分類群が自身を守るために進化上獲得してきたものです。私は、アブラナ科植物の二次代謝産物「から
し油配糖体」に着目し、植物の柔軟な防御機構の理解を深めています。アブラナ科植物には大根や白菜などお馴染み
の野菜も多く、それらに含まれるからし油配糖体には、人間の健康に良いものもあります。このため、農地の管理方法
の違いが、からし油配糖体をどのように変化させるかも、最近では研究しています。

植物が害虫から自身を守る術「植物の防御」の研究

准教授角田 智詞
つの　だ　  とも   のり

※上記科目は、令和５年度に開講している科目です。今後変更されることがあります。

教　員
田植えは、稲作の全工程の中でも最も重労働な作業であり、高齢化が進む日本の稲作農家にとっては、大変つらい仕
事となっています。また、アジア・アフリカなどの途上国では、田植えを手作業で行うため、日本をはるかに上回る労
力が必要となります。種もみを直接水田にまく「直播栽培」は、育苗と田植えを省くことができる画期的な省エネ稲作
法ですが、日本をはじめとする世界の多くの地域には直播用の品種がないため、あまり普及していません。私の修論
研究では、水中のような低酸素条件でも活発に発芽する「直播用イネ」の開発を目指し、その制御メカニズムの解析
を行っています。私は、2022年9月にドイツで開催された「国際植物低酸素応答学会」において研究成果を口頭発表し、
その成果が高く評価され Travel Award を受賞することができました。これからも、低酸素での発芽制御に関する研究
を継続し、直播用イネの開発に繋がるさらなる発見ができればと考えています。

田植えなしで直接種もみを水田にまけるイネ品種の開発在学生研

究
紹介

水口 亜樹
みず ぐち　  あ　  き

農業と生態系との関わりに
関する研究。雑草の生き方
の研究

准教授

教授 三浦 孝太郎
 み   うら   こう   た   ろう

平野 羽留
ひら　の　　 は　 る

さん

※専門種目および教員の追加、各種目の教員構成を変更する可能性があります。　※インタビューの内容・専攻は取材時（令和4年度）のものです。

【専 門 科 目】

研究科共通
の授業科目
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海洋生物資源学専攻
Major in Marine Science and Technology

海洋生物資源学専攻は、次の５つの専門種目で構成され、海
洋環境の保全と制御、海洋生物資源の育成、食料等への有効
利用に関する研究を行っています。

海洋生物資源利用学
海洋生物資源を、食料をはじめ化粧品・医薬品など生命関連素材として高度利用する
ことを目指しています。水産物の安全性、鮮度、機能性に関する研究、魚介類コラーゲ
ンの性状解明・有効活用に関する研究、未利用資源からの生理活性物質の探索とその
応用研究など、海洋生物資源を有効利用するための研究を基礎から応用まで幅広く展
開しています。

水圏生物の増養殖技術と多様性保全の新たな展開を目指し、海洋生物学、海洋動
物生理学、遺伝学、ゲノム科学、生物地球化学、水圏生態学、行動学、水産資源学、
海洋動物培養学、水族病理学なとを基礎として、理論的および応用的な教育・研究
を行っています。

海洋生物培養学

教授 田原 大輔
た   はら　だい  すけ

淡水魚類の生理生態学的研
究。福井県特産種アラレガコ
に関する研究

特命教授 富永　修
とみ なが　　 おさむ

沿岸域の生物生産・生物多様
性を陸域生態系とのつながり
から研究

准教授 瀧澤 文雄
たき ざわ　ふみ   お

魚類の病原体や微生物叢に対
する免疫応答に関する研究

教授 瀬戸 雅文
せ　と　  まさ  ふみ

藻場、砂泥域、養殖場における
生息場の造成・管理に関する
研究

准教授 片岡 剛文
かた おか　たか ふみ

環境中の物質循環に関わる微
生物を対象とした生理・生態
学的研究

准教授 髙尾 祥丈
たか   お　  よし たけ

海産真核微生物・水圏ウイル
スの生理・生態学的研究

准教授 田中 祐希
た  なか　 ゆう   き

沿岸海洋環境の変動を支配す
る渦・波動・乱流混合などに
関する力学的研究

教授 杉本　亮
すぎ もと　 　りょう

水圏の物質循環・生物生産に
関する生物地球化学的研究

教授 佐藤 晋也
さ   とう　しん   や

微細藻類の多様性やゲノム進
化に関する研究

准教授 山本 昌幸
やま もと　まさ ゆき

魚介類資源解析・沿岸域の生
態系に関する研究

准教授 松林 　順
まつばやし　　 じゅん

魚の回遊、海洋の食物網に関
する研究

教授 吉川 伸哉
よし  かわ　しん  や

藻類の形態形成及び生理学に
関する研究

教授 佐藤 秀一
さ   とう  しゅういち

持続可能な水産養殖業発展の
ための養魚飼料開発に関する
基礎的・応用的研究

教授 末武 弘章
すえ たけ　ひろ あき

免疫機構などの魚類の体のし
くみに関する研究

水圏生物の生態、環境応答、環境適応、多様性などの解明を目指し、水圏の一次生
産を担う藻類の生物多様性や適応進化、形態形成や生活環の制御機構、独立栄養
や繁殖に関する生理生態、魚類を中心とする水圏動物の回遊生態や生物多様性、
水圏生態系の生物生産や食物網構造ならびにその応用に関する教育・研究を行っ
ています。

水圏生物学

海洋や湖沼などの水圏環境を物理学的、化学的、微生物学的に解明することを目指
しています。海洋物理学や水理学を基礎とした海洋の流れや波浪に関する研究、生
物地球化学や微生物の生理学や生態学的側面から物質循環過程や水質に関する研
究、ならびに水圏環境の物理的・化学的・微生物学的諸過程と生物生産の相互作用
に関する研究を行っています。

海洋生態環境学

教授 兼田 淳史
かね　だ　  あつ   し

海流の流動構造、漁場環境の
モニタリングに関する研究

教授 近藤 竜二
こん どう  りゅう じ

海洋や湖沼などの水圏環境の
微生物の生態に関する研究

准教授 今道 力敬
いま みち　よし たか

水産物由来の機能性成分に関
する研究

准教授 下畑 隆明
しも はた　たか あき

食品中に含まれる病原性細菌
に関する研究

准教授 細井 公富
ほそ   い　   まさ とみ

牡蠣や鯖など地域の水産生物
の食品化学的研究

教授 松川 雅仁
まつ かわ　まさ  ひと

冷凍すり身・エビ類・県特産
魚肉加工品の品質改良に関す
る研究

教授 水田 尚志
みず   た　しょう し

魚介類細胞外マトリックスタ
ンパク質の有効利用に関する
研究

教授 横山 芳博
よこ やま　よし  ひろ

海洋生物に含まれる成分の美
味しさや健康機能性に関する
研究

持続可能な水産業を確立するためには、儲かる産業である必要があります。海洋情
報科学・社会科学では、水産業の食料産業的役割を重視し、漁場環境や資源評価、
漁業管理や食品の流通、海洋レジャーなど海洋と水産資源との利用調整の問題につ
いて、社会科学や情報科学の分野から、持続可能な水産業のあり方を提案する教育・
研究を行っています。

海洋情報科学・社会科学

准教授 渡慶次 力
と　 け　 し　つとむ

水産業システムの最適化を目
指したスマート水産業に関す
る研究

准教授 東村 玲子
ひがしむら れい   こ

ズワイガニの世界的なフード
システムと漁業管理に関する
研究

カリキュラム　［博士前期課程］ ［博士後期課程］

水圏生物学　　　　　藻類学／水圏生物学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／水圏生物学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
海洋生物培養学　　　海洋生物培養学／海洋生物育成学／海洋生物培養学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／海洋生物培養学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
海洋生態環境学　　　海洋生態工学／海洋微生物生態学／海洋生態環境学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／海洋生態環境学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
海洋生物資源利用学　生物資源利用学／食品機能化学／海洋生物資源利用学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／海洋生物資源利用学専攻実験Ⅰ・Ⅱ
海洋社会科学　　　　海洋社会科学／海洋社会科学専攻演習Ⅰ・Ⅱ／海洋社会科学専攻実習Ⅰ・Ⅱ

【基 礎 科 目】

専門特別講義Ⅰ～Ⅵ／水圏植物学特論／海洋生物培養学特論Ⅰ・Ⅱ／海洋生態環境学特論Ⅰ・Ⅱ
海洋生物資源利用学特論Ⅰ・Ⅱ／水産政策学特論／海洋ビジネス論／水圏遺伝資源学特論

【専 門 科 目】

【専 門 科 目】

分子進化学特論／生命機能有機化学特論／光合成特論／生殖生物学特論／動物遺伝子工学特論
細胞培養工学特論／食料・農業政策特論

水圏生物学
　水圏生物学特別演習
海洋生物培養学
　海洋生物培養学特別演習
海洋生態環境学
　海洋生態環境学特別演習
海洋生物資源利用学
　海洋生物資源利用学特別演習
海洋社会科学
　海洋社会科学特別演習

珪藻は0.01 mm～ 1 mmの単細胞藻類で、世界中のあらゆる水環境に生育しています。珪藻の大
きな特徴はガラスの細胞壁を持つことです。微細なガラス細胞壁は多様な形で、その形成メカニ
ズムは生物学的に興味深い問題であるとともにナノ材料科学においても関心を集めています。私
はこのガラス細胞壁の形を制御するメカニズムを明らかにするため、培養実験、様々な顕微鏡を
使った観察や大規模な遺伝子発現解析を行っています。

さん鎌倉 史帆
かま  くら 　  し　  ほ

珪藻のガラス細胞壁を形作るメカニズムを探る

食べ物の中にはたくさんの微生物が存在しています。食品に潜む細菌の中には、ヒトに対して“病
原性”を示す悪い細菌も存在します。私達の研究では、海産物で問題となる食中毒原因菌を中心
に、宿主細胞との相互作用から感染機構を探る研究や、病原性細菌の環境中での潜伏・拡散機構
について研究を行なっています。食中毒発生機構について研究を行うことで、食の安全に貢献する
新しい情報を世界に発信することを目指しています。

食品に潜む病原性細菌に関する研究

准教授下畑 隆明
しも  はた　たか  あき教　員

在学生

研

究
紹介

※専門種目および教員の追加、各種目の教員構成を変更する可能性があります。　※インタビューの内容・専攻は取材時（令和４年度）のものです。 

※上記科目は、令和５年度に開講している科目です。今後変更されることがあります。

研究科共通
の授業科目


